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基本方針
 地球温暖化対策の推進に関する方針

【環境方針】
私たちは、環境への影響を配慮し、汚染予防・資源の有効利用を実施し、豊かな地域社会

の発展に貢献します。

【3か年目標値】
温室効果ガスを前年度比１％削減を目標に掲げます。

1. 事業活動に即応した環境目的・方針を定めその実現を図り定期的な見直しをすることによ
り、継続的な環境マネジメントシステムの向上と環境成果の評価を行う
2. 環境目的・環境目標を定め、全社員への環境教育を徹底し、環境保全活動への意識向上
を図る
3. 環境に関連する法規制、条例、協定等を順守し、環境保全に努める
4. 事業活動のあらゆる面で、環境保全を図るため、以下の項目については重点的に推進す
る
（1）温室効果ガスを前年度比1%削減（原単位計算）を目標、3年間で3%削減（原単位計

算）する
（2）省エネルギー・省資源行動の実践（省エネルギー設備更新・冷暖房・OA機器・照明）
（3）廃棄物の排出抑制・リサイクルを図る
（4）自動車等輸送機関に関する対策（アイドリングストップ・エコドライブ）、低公害車の導入

を推進する
5. 環境方針及び活動は毎年定期的に見直しを行い、環境目的・環境目標に反映させ、継続
的改善を図る 2



温室効果ガス排出量の抑制の達成状況

※原単位あたりの排出量とは、事業活動の特性を的確に示すものとして事業者自らが選択
する工場等の床面積、製品の出荷量その他指標になる単位量あたりの温室効果ガス排出量
を言います。

※2016～2017年は工場の新設、新規設備導入（鍛造機、熱処理炉、ショットブラスト等）及び
設備オーバーホールによる停止・立上げ/試運転期間、多数の試作品製造が影響したが、新
設機安定稼働、新規製品の量産開始により2017年下期より改善/抑制傾向に移行した
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温室効果ガスの排出量 (原単位 目標：46.50kg-CO2/ton)
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環境負荷低減における取組状況事例

取組の区分 具体的な取組の内容 取組の目的 取組の実施状況
省エネルギー・省資源活
動の実践
【工場内設備】

・既設トランスを高効率変圧器に更新する
・コンプレッサーを集中制御へ変更する
・設備用モーターの効率を向上させる

・熱処理炉の熱エネルギー効率を向上さ
せる
・照明設備を省エネタイプへ更新する

・高効率ボイラーへ更新し熱効率を向上
させる

・受電/変電ロスの削減
・コンプレッサー効率向上
・モーター電力削減
・熱エネルギーロスの削減
・熱エネルギーの有効利用
・電力使用量の削減
・LNG使用量の削減

・高効率変圧器に順次更新した

・コンプレッサー台数制御システムを
順次展開している

・設備用モーターを順次インバータ
化している
・省エネ熱処理炉に更新した
・窓ガラスへ断熱フィルムを採用した
・照明をLEDに順次更新している
・高効率ボイラーへ更新した

省エネルギー・省資源行
動の実践
【OA機器】

・パソコン使用後は本体の電源だけでは
なく、モニタの電源も切る
・パソコン使用時のモニタ電源を10分後
に切れるように設定する

・コピー機の省エネモードの時間設定を
30分とする

電力使用量の削減 ・社内サーバの台数を17台から13台
に減らしOA機器の電力削減にも取
り組んだ。

省エネルギー・省資源行
動の実践
【冷暖房・照明】

・エアコン設定温度を冷房使用時28℃暖
房使用時20℃を徹底する。
・全体照明から個別照明へ変更する

・工場建屋に“明り取り”を採用し、照明効
率をアップさせる

電力使用量の削減 ・事務所のエアコンを省エネタイプに
更新した

・個別照明に変更し、不必要箇所は
消灯している
・明り取りにより照度を確保した

廃棄物の排出抑制 ・ごみを環境管理システムに基づき分類・
回収し、リサイクルが容易になるようにする。

・社内に持ち込んだ個人のごみは社内で
捨てずに持ち帰る
・裏紙も利用しコピー用紙を削減する。

・リサイクル率の向上
・廃棄物の削減

・環境管理システムに基づき分別しリ
サイクルに心がけ、継続して廃棄物
削減に取り組んでいる

自動車等運送機関に関
する対策

・急発進や急加速をしない、アイドリングス
トップ・エコドライブを徹底する

・タイヤの空気圧など、こまめに点検・整
備を行い、性能の維持を図る
・低公害車を選定する
・電気フォークリフトを導入する

環境負荷物質排出量の削減 ・低公害者を4台導入した。
・電気フォークリフトを2台導入した

4



その他地球温暖化対策に係る措置

 工場内緑化活動・・・植樹・保護（緑化率拡大）

 熱処理炉排気ガス適正管理

 ボイラー排気ガス適正管理

 裏紙利用による紙使用量の削減

 分別ボックス設置及び分別基準の設定による古紙の
リサイクル

 電子共有フォルダの利用による紙使用量の削減
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